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【背景】 

当センターではこれまで、血液透析に関する治療条件作成においては電子カルテ上でのテ

ンプレートが存在しており運用されていたが、アフェレシスをはじめとした各種血液浄化

領域に関してのテンプレートはなく、紙媒体の条件指示書にて運用されていた。そのため、

条件表が紛失してしまうリスクなどもあり整理されていない状況であった(表 1)。 

 

【目的】 

１．各種血液浄化療法の治療条件作成に対し、テンプレートを作成・導入し、効率的な運

用を図る。 

２．電子カルテに治療開始指示書を記載・保存する。 

 

【方法】 

1.当院で現在行われている全ての血液浄化療法治療条件をテンプレート化した。 

2.電子カルテ端末からテンプレート入力を行い各患者のカルテに記録が残るようにした。 

当院で使用している電子カルテシステムは富士通株式会社 HOPE/EGMAIN-GXである。 

 

【テンプレート作成にあたり工夫した点】 

１．当院における各種血液浄化療法施行時の抗凝固剤投与基準・基本設定を設けた。 

２．禁忌基準がある治療法ではその内容を設けた上で、指示出しの医師が確認する欄を設

けた。 

３．確認事項は赤字、基本設定は青字とし、入力時確認しやすいようにレイアウトした。 

 

 

 

 

 

 

 



表１．紙媒体と電子媒体の比較 

 

 

 
図 1.従来使用していた紙媒体の条件表 

図１は、従来使用していた紙媒体の条件表である。当院で施行している全ての治療法を載

せていた。細かいところの条件を載せきれない。分かりづらい、見にくいといった意見も

あった。 



 
図２.電子カルテのテンプレート内容 

図２は、電子カルテのテンプレート内容である。 

電子カルテの中にテンプレートといった項目があり、科別・共通とそれぞれ選択できるが

当院では各科の医師が指示出しを行うため、共通の中に各種血液浄化療法のフォルダを作

成した。 

各種血液浄化療法の中にそれぞれ、当院で施行している治療法を載せている。 

 

 

図３．単純血漿交換【PE】のテンプレート  

 



図３は、単純血漿交換【PE】のテンプレートである。 

PEに関しては、疾患・血液検査の結果・置換液の種類により処理量などが変わってくるた

め、置換液に 25%アルブミンを使用する場合は、透析システムの中にある置換液算出シート

を参考にして置換液量を算出する。 

 

 

図４．テンプレート展開 

図４は、テンプレートを電子カルテ内プログレスノートに展開した画面である。 

 

 

図５．置換液算出シート 



図５は PE用の置換液算出シートである。置換液に FFPではなく 25％アルブミンを使用する

場合、こちらのシートを使用して 25%アルブミンオーダを算出できるようにした。 

体重、ヘマトクリット、血清アルブミン値を入力し計算を選択するとそれぞれ値がでてく

るようになっている。DFPPも同様に作成した。 

 

表２．その他工夫した点 

 

その他の治療法に関して工夫した点を表２へ記載した。 

血液浄化テンプレートの運用を開始して 1年余経過するが、今回、関連する各科医師と人

工腎臓センターのスタッフに対しアンケートを実施した。 

項目に関しては以下のとおり。 

 

【アンケート内容】 

①職種 

②血液浄化療法テンプレートを使用したことがあるか。 

③血液浄化療法のテンプレートの見やすさについて。 

④紙媒体のものと比べて使用しやすいか。 

⑤テンプレート入力について、入力のしやすさについて。 

⑥テンプレート入力の項目数について。 

⑦新たに追加した基本設定について。 

 

 

 

 

 



【アンケート結果】 

 

 

        

その他の意見は以下のとおり。 

・非常に分かりやすくて良いと思う。 

・確認事項があるため分かりやすい。 

・確認事項を入れないと展開ができないようにするといいのではないか。 

・オーダー連携ができると良い。 

・テンプレートのレイアウトがもう少し改善できればと思う。 

・文字を大きくしてほしい。 

 

【結果】 

・テンプレートを使用したことで、治療条件作成指示から治療導入までスムーズな運用に

つながった。 

・煩雑な計算が自動計算を行うことで安全・簡便に出来るようになった。 

 



【考察】 

・テンプレートは電子カルテ上であれば院内どこからでも指示を出すことができるため業

務効率化につながる。 

・テンプレートにすることで、紛失によるリスク低減につながる。 

・内容については更新することが求められる。 

 

【結語】 

・効率良くスムーズな運用のためにテンプレートの導入は有用な手法である。 


